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序

　前橋市は、北に赤城山、西に榛名山、南西に妙義山の上毛三山がそびえ、

その赤城山と榛名山の裾野の間を南北に利根川が流れる水と緑にあふれた地

であります。

　本市の歴史は大変古く初めてこの地に人々が住み始めたのは、今から二万

八千年以上も前の旧石器時代であることが分かっています。また、古墳時代

においては、市域東部には、国指定史跡大室古墳群があり、市域西部には総

社古墳群（遠見山・王山・総社二子・愛宕山・宝塔山・蛇穴山）がありて上

野国の中心ともいえる文化を築きました。さらに、律令制度の時代において

は、元総社町に上野国府がおかれ、山王廃寺・国分寺・国分尼寺が建立され、

上野国の中心として位置づけられました。

　このように、総社植野北開土遺跡が所在する総社地区周辺は、歴史のあか

しとしての史跡、文化財が数多く残されています。

　今回の調査では、住居跡は検出されませんでしたが、古墳時代の小区画の

水田跡が比較的良好な状態で検出されました。火山の多い群馬県では火山災

害がたびたびありましたが、こうした中で稲を作り力強く生活していた先人

の息づかいが伝わってくるようです。

　最後に、この調査報告書を刊行するにあたり、関係機関の方々、地元の方々

のご理解とご協力を得たことに対し深甚なる感謝を申し上げます。

平成14年3月

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

団長阿部明雄
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例 口

　　　　　　　　　　　　そうじゃうえのきたかいといせき
1本報告書は、道路改良工事に伴う総社植野北開土遺跡発掘調査報告書である。
　　　　　　ぐんまけんまえばししそうじゃまちうえの
2　遺跡の所在地　群馬県前橋市総社町植野656番地外

3　調査は、前橋市の建設部道路建設課の委託を受け、前橋市埋蔵文化財発掘調査団（団長　阿部明雄）が事業主”

　体となり、同調査団からの業務委託を受けたスナガ環境測設株式会社（代表取締役須永眞弘ンが実施じた。［

　調査担当者鈴木雅浩（前橋市埋蔵文化財発掘調査団）

　　　　　　金子正人（スナガ環境測設株式会社）

　　　　　　権田友寿（スナガ環境測設株式会社）

4　発掘調査期間　平成13年8月31日～平成13年12月7日

　整理期間平成13年12月8日～平成14年3月8日
5　調査計画面積　879．5㎡

6　出土遺物は前橋市教育委員会が保管する。

7測量・調査計画…須永眞弘、調査担当…権田友寿、調査助言…金子正人、測量…権田友寿・板垣宏、写真撮

　影…権田友寿、安全管理（重機オペレーター）…都丸保男・栗原昭一郎、作業事務…柴崎信江が担当した。

8　自然科学分析　株式会社古環境研究所

9本書は、調査団指導のもと、スナガ環境測設株式会社が作成に当たり、原稿執筆を権田友寿、』編集・校正…

　須永眞弘、実測図の整理他…権田友寿・田辺富士子、遺物洗浄・注記・接合…金子正人・栗原昭一郎、写真

　整理・内業事務…須永豊・柴崎信江・戸根浩美が担当した。

10　発掘調査に参加した方々（敬称略）

　上村一視下田和子山本良政渡辺克弘小暮幸子渡辺国治田辺富士子金子和子

凡 例

1遺跡の略称は、13A113である。

2遺構名の略称　溝跡…W、柱穴…P、掘立柱建物跡…B、土坑…D

　　　　　　第12図中のB区南端壁断面図の記号　P…土器片、S…石　一

3　実測図の縮尺　第1面、第2面全体平面図1／500、小区画水田跡1／60，1／80，1／200、溝跡1／60，1／80，1／100，1／200、認

　　　　　　柱穴1／60，1／100、炭化物集積跡1／60，1／100、耕作痕1／80，1／100，1／200、土坑1／80，1／100を使用。

4　挿入図は、国土地理院発行の2万5千分の1「前橋・渋川」を使用した。

5各遺跡の位置の基準は、国土地理院三角点及び水準点と照合済。基準点A－0グリッド地点　第IX系座標値

　X46300．000m，Y－71980．OOOm、水準点　B帆1…14L　OOm，B帆2…140．50m，蹴3…139．50m、等高線　小区

　画水田5cm、その他10cm、20cm、グリッド4m問隔

6　土層断面の土色名は『新版標準土色帖』（農林省農林水産技術会議事務局　監修　財団法人　日本色彩研究所

　色票監修）による。

7　土層注記及び本文中には

　As－C：4世紀降下浅間山起因の軽石　　　　　　As－B：1108年降下浅間山起因の軽石

　Hr－FA：6世紀初頭降下榛名山起因の火山灰　　　Hr－FP：6世紀中葉降下榛名山起因の軽石

　の略称を使用した。
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図版4　出土遺物

一iv一



1　調査に至る経緯

　道路改良工事の実施に伴い、前橋市建設部道路建設課より埋蔵文化財の照会があり前橋市教育委員会文化財保

護課では協議・検討を行った。その結果、今回実施する道路改良工事部分の西側において、平成10年度、大友町

西通線遺跡調査会により都計道大友町西通線建設に伴う総社高井桃の木遺跡の調査が行われ多数の遺構が検出さ

れていることなどを踏まえて、当局との協議のうえ、上記道路改良工事用地の発掘調査を実施し、記録保存する

ことになった。このため、平成13年7月6日付けで前橋市長萩原弥惣治（前橋市建設部導路建設課）．より前橋

市教育委員会あてに道路改良工事に伴う本発掘調査依頼がなされ、前橋市教育委員会が組織する前橋市埋蔵文化

財発掘調査団はこれを受諾し8月24日両者の間で本発掘調査の委託契約が締結された。その後、前橋市埋蔵文化財

発掘調査団は本発掘調査の委託契約を8月31日付で民間調査機関（スナガ環境測設株式会社）と締結し、発掘調査

は前橋市埋蔵文化財発掘調査団の指導のもと、平成14年3月8日までの調査期間で実施した。

H　遺跡の位置と歴史的環境

1．遺跡の立地

　本遺跡は、前橋市と、吉岡町との行政境に位置し、JR上越線群馬総社駅から西北西へ約400mにあり、東方1．Okm程

には利根川が南流し、また、北方500mには榛名山の外輪山を流域に含む2河川の内の1つである午王頭川が南東流す

る。地形は、相馬ヶ原扇状地の扇端付近に立地し、標高141m程のやや南東に傾斜した地形を利用し、水田や畠が広

がっていたが、道路整備や工業団地などの土地開発などによりこれからますます遺跡調査が進む地域である。

2．歴史的環境

　現在、総社植野北開土遺跡の所在する総社町植野周辺では、県道南新井・前橋線の道路改良工事や前橋・伊香保バ

イパス及び利根川に上毛大橋が完成し、これらに先立ち埋蔵文化財の発掘調査が行われた。本遺跡も近隣に建設さ

れた前橋・伊香保バイパスとのアクセス道路としての役割を持つ道路改良事業に先だって調査が進めらた。本遺跡

は、縄文時代及び古墳時代から中・近世に至る遺構・遺物が検出された。以下時代を追って周辺遺跡を記す。縄文時

代では、前期清里・長久保遺跡（3）、熊野谷遺跡（27）、上野国分僧寺・尼寺中間地域遺跡（19）、中期後半では、配石遺構

は長久保大畑遺跡（5）、住居跡は新田入口遺跡（6）、清里・長久保遺跡（3）、下東西遺跡（23）等で確認されている。弥生

時代では、中期の環壕集落跡が発見された清里・庚申塚遺跡（4）、上野国分僧寺・尼寺中間地域遺跡では集落跡が検

出された。後期では新田入口遺跡の他、柿木遺跡（24）、膏薬遺跡（25）等がある。古墳時代では、本遺跡周辺は県内有

数の古墳密集地域で6世紀中期～7世紀にかけて8角形をした三津屋古墳（2）、本遺跡南東には、5世紀末頃に遠見山

古墳（12）、6世紀代には二子山古墳（10）終末期には、愛宕山古墳（11）、宝塔山古墳（13）最後には蛇穴山古墳（14）など

の総社古墳群があり、その近くには、白鳳期の建築物と考えられる、山王廃寺遺跡（16）があり、仏教文化と古墳文化

の併存がうかがえる。集落跡は長久保大畑遺跡の4世紀代の住居跡を初現に、6～7世紀代の遺跡が多数検出してお

り、下東西遺跡（23）、上野国分僧寺・尼寺中間地域遺跡等がある。水田跡は元総社明神皿遺跡、長久保大畑遺跡、北原

遺跡（26）で確認されている。畠跡は奈良・平安時代には、国府・国分尼寺等の建設とあいまって、当地域はいよいよ

古代上野の政治的文化的中心地となり、上野国分僧寺・尼寺中間地域遺跡、下東西遺跡、北原遺跡、西久保遺跡（7）、

若宮遺跡（8）、村東遺跡（15）、昌楽寺廻向遺跡（18）があり、急激に集落が拡大した様子がうかがわれる。中世には国

府跡を利用し、蒼海城が築かれ（1429年）近世には、秋元氏の総社城築城や天狗岩用水や五千石堰など貴重な遺跡や

旧跡が集中する地域である。

皿　調査の方針と経過

1．調査方針

　調査区が、南北に細長いため、北をA区、南をB区と付称し、グリッドの設定を行った。公共座標に基づき東

西方向に延びる緯線に直交する経線を算用数字（1、2、…）で、南北方向に延びる経線に直交する緯線をアルファ

ベット（A、B、…）で付称して、4mグリッドを設定した。グリッドの呼称は北西杭の名称を使用した。（例A区
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　A－1，B区A－1など）また、水準は公共水準点に基づき調査区内に測設した。

　　図面作成は、1／20，1／40，1／100の縮尺を使用し、平板・遣形による細部測量で作図を行った。また、遺構・遺物

　等の写真撮影（白黒・リバーサルフィルム）も行った。

　2．調査経過

　　平成13年8月31日より資材・重機類や休憩所・仮設トイレを搬入・設置する準備を開始し、市調査団の指導のもと、

　A区の北端より第1面の重機による表土掘削を開始し、並行して遺構確認（ジョレン、移植による精査）を実施

　し、B区南端まで調査を実施した。引き続き第2面はA区の溝W－1の西側18m間とB区溝W－10から調査区南端まで、

　As－Cの軽石を含んだ黒色土層面で遺構確認し、A区に4ヵ所の深堀りを入れた．深掘りNo．2（A区K－9グリッド）

　で嘩畔扇しい黒色土の高まりを確認し調査範囲を広け㍉第2面調査を行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1図　周辺遺跡図
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平成13年　　8月31日　資材・重機、休憩所・仮設トイレ搬入

　　　　　　設置の準備
　　　9月3日　現地立会い、近接地主あいさつ廻り

　　　9月6日　資材・重機搬入、休憩所・仮設トイ

　　　　　　レ設置
　　　9月10日　重機によるA区北端第1面表土掘

　　　　　　削開始、人力精査開始

　　　9月17日　基準点及び水準点取り付け測量

　　　9月19日　遺構平面・断面実測開始

　　　10月31日　A区・B区第1面遺構精査終了、全

　　　　　　景写真（A区・B区）

　　　11月8日　A区W－1西側18m間人力による

　　　　　　第2面遺構調査開始
　　　11月9日　B区W－10より南側人力による第2

　　　　　　面遺構調査開始、A区・B区

　　　　　　第1面平面・断面実測図終了

賦1町　　・ql　l
’l　　l　il
li　t　l
　　l　　　l

平成14年

11月10日　A区に4ヶ所深掘り掘削

11月13日　A区深掘りNo．2から第2面掘削開

　　　始、人力精査開始

11月16日　第2面平面・断面実測開始

11月23日　第2面人力精査完了

11月27日　第2面全景写真撮影

11月29日　第2面遺構平面・断面実測図終了

12月2日　現地説明会

12月3日　埋戻し開始、土壌分析サンプル採取

12月9日　埋戻し・整地作業完了

12月11日　資材類の撤収完了

12月12日

3月1日

3月8日

1］u〕 躯∠Q

整理作業開始

印刷・製本

整理作業完了

　（発掘調査日誌抜粋）

qぴ
　口

副

㌃〉1膨

1　1

．隈
〈

コ
　ξ
禽

ヨ
　　　　　　　，　ペ　　　　　　　　ロノ　　　　ロ　1　　　　　　　　　一　　　　町陣野♂　1総社i
　　　　　　　　ぺ　じ　ヒコロ　　　　　〉’　1／　l
　　　　　　I　　｝／　　　　　　レ　　　　　　，　　　〆

142．2

〉 V耀L骸身

　ロノ

』，面　　　一　　　　　　｝
　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　1　　　　　　し　　　　　　l　　　　　　l　　　　　　Ii面薗i…

珊iい

〉

口 口
　5
　セ．142・

　l　ll

　1口早」目
hi

⊂二］口

薦◎r騨II

餐継、〉

聴

〉
訴口
旦」 t口Q 1

□
□

□　Q

139．4

屠全E）馬頭観音

醤隅’
’⊂⊃響師！□

　　　1二
．皿・口…
　　第2図　遺跡位置図

　□［コ1　八
目目柚
□□i’一r

．□！・

□〔コ

Q

「「　＿

晒
　口屡口。
嘉

肝

軌
］f

ロ
ロ〔

　　Q

必鷲1

＼

汀

『コ1，

　lr

L．＿．＼、＿一→ lu

一3一



IV層 序

　層序は、調査区内に入れた深掘りトレンチをもとに、模式的に、断面図を作成し、それについての土層説明を

下記に掲載した。また、深掘り土層断面写真は、図版3を参照されたい。

　1．黒褐色土層　弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5を

　　微量、小礫をやや多く含む（現耕作土層）
　工［．黒褐色土層　中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2

　　を微量、小礫を少量炭化物微量含む
　皿．黒褐色土層　中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2

　　をやや多く、小礫を微量、穫色粒を微量含む
皿a．皿に黄褐色土を小量含む（平安時代以降の耕作層）

　IV．暗褐色砂質土層　中締粘ナシ粗砂　白色軽石粒

　　φ1～15をやや多く穫色粒20％含む（泥流層）
　V。灰黄褐色土層　中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1
　　～20をやや多く榿色粒15％砂質混土
　　暗赤褐色酸化跡10％アリ　（泥流層）

V　a．Vに暗赤褐色の酸化跡15％アリ　（泥流層）
Vb．Vより白色軽石粒φ1～10を多く砂質を多く含
　　む（泥流層）
V　c．褐色砂質土層　弱締粘ナシ白色軽石粒φ1～3を

　　7％、榿色粒10％含む

皿a．
、皿b．

　IX．

V　d．V　bに小礫を多く含む

　VI．パミスとアッシュが交互に8層～12層の平行ラ
　　ミナ（Hr－FA層）
V皿a．黒色粘質土層　中締中粘微砂　As－Cを多く含む
V皿b．黒色粘質土層　強締粘微砂　As－Cを微量

　　赤褐色酸化跡微量アリ　（不透水層）

　　V皿aとIXの混土　弱締粘細砂
　　VIIbとIXの混土　中締粘細砂
　　灰黄褐色砂層　中締粘ナシ粗砂礫を少量
　　赤褐色酸化跡アリ
　　灰黄褐色土層　中締弱粘細砂IXより粘性アリ

　　XとX皿の混土
　　Xに砂質を少量含む
　　褐灰色砂層　弱締粘ナシ砂層ラミナ
　　黒色砂層　締粘ナシ
　　黒色砂礫層　締粘ナシ

　X．
XI．
XH．
X皿．
XIV．

XV．

141．50m

141．OOm

140．OOm

159．OOm

深掘リN　O．1

1
深掘りNO．2

深掘リN　O．5　　　　　　深掘リN　O・4

五

1
皿 マ　五

1 1
皿

］V

五
正

V
皿Q 皿

皿
］V

皿q　Vc 皿q

V
V　　］V

V［

Vb　Vd

　辺q
Q N　　V

w
IX

皿G

X 辺b

辺q

Vq
XI 皿

X皿

R 皿b

皿bX w
WqXIV

】X

XV

第3図　深掘り土層断面図

V　検出された遺構と遺物

1．概観．、

　A区・B区の第1面では古墳時代以降の溝跡8条、掘立柱建物跡2棟、ピット17基、火葬跡と思われる炭化物の集

積した遺構1ヵ所、中世以降の耕作痕32条、現代の土坑4基、時期不明の耕作痕5条、を検出した。特に水田の遺

存状況は、A区の第2面では古墳時代の小区画水田跡92面を検出した。

　遺物は、縄文土器片、須恵器・土師器片、石器、陶器片など総数591点検出した。
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1，暗褐色強締弱粘細砂　黒褐色土を3％、礫φ5～50mmを多く檀色粒を10％

　　　（暗赤褐色酸化跡アリ）

2a．暗褐色強締粘ナシ粗砂　礫φ5以下を多く榿色粒15％含む砂質土

2b．2aにF　p粒φ1～30皿皿を10％含む

2c．暗褐色中締粘ナシ粗砂　禮色粒15％2aのような礫はない砂質土

2d，2aに榿色粒25％F　p粒φ1～20mmを7％含む

3．灰黄褐色と榿色粒と黒色を10：4：1の混土F　pφ1～50mmを10％含む

4．パミスとアッシュ交互に8～12層からなる平行ラミナ

5．灰黄褐弱締粘ナシ粗砂　白色軽石粒φ1～3mmを40％澄色粒5％含む

6．褐灰色アッシュ系多く弱締粘ナシ粗砂　白色軽石粒φ1～20mmを15％澄色粒2％含む

7．にぶい黄褐弱締粘ナシ粗砂　白色軽石粒φlmm以下を30％榿色粒10％を含む

8．褐灰色弱締粘ナシ粗砂　白色軽石粒φ1㎜以下を多量澄色粒25％を含む

9．黒褐色砂層締粘ナシ粗砂

10．9と1の6：4の混土
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A区U－13グリマドセクション（3－3’）

L黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを微量小礫を
　　　　　　　　　　やや多く含む

2．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2㎜を微量小礫を

　　　　　　　　　　　少量炭化物微量含む
3．

4，

5．

6．

7．

8．

9．

黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2をmmやや多く

　　　　　　　　　　小礫を微量榿色粒微量含む

3と5の9：1の混土弱締粘細砂

灰黄褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～20mmをやや多く

　　　　　榿色粒15％含む砂質混土（暗赤褐色酸化跡10％）

暗褐色中締粘ナシ砂質土　白色軽石粒φ1～15m皿をやや多く

　　　　　　　　　　　　榿色粒20％含む

5に暗赤褐色の酸化跡15％有り

パミスとアッシュが交互に8層～12層の平行ラミナ

黒色土　As－Cを多く含む　中締中粘微砂

B．M．3
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2．小区画水田跡（古墳時代）

　A調査区で検出された小区画水田跡は、K－8～X－14グリッドに位置し、表土より135～200cm程下に確認した。

榛名系のパミスとアッシュが交互に積み重なる8層から12層の平行ラミナ状を呈する、厚さ10～12cm堆積したHr－

FA層真下より畳一畳、あるいは、それ以下の水田区画が92面検出された。水田層は、As－Cを多量に含んだ黒色土

層が20～25cmこれは、耕作層と思われ、その下には、As－Cを含まない粘質の黒色土層がO～20cmの不透水層を程

している。水田は、傾斜した地形に沿って北西から南東方向に（N－35。一W）長い長方形をしており北東から南

西方向の畦畔には、水を引き込む、水口と考えられる構造が見られた。また大部分の畦畔は上端幅20～40cm、下

端幅50～90cm、高さ1～7cmに対して上端幅40～80cm、下端幅100～120cm、高さ4～8cmの大きくしっかりとした、

畦畔が、：K－9グリッドに北西から南東方向に1ヵ所（大畦畔1）とP－13～P－14グリッドに北東から南西方向に

1ヵ所（大畦畔2）検出された。さらに、この大畦畔2は水口の構造を持っている。また、大畦畔2から南側の水田

は、地形の関係か畦畔の方向が北側と幾分異なりN－50。一Wを測り、約15。の差がある。また、北東から南西方向

の畦畔が北側ではしっかり検出されているが、南側では、作る途中なのか、作らなかったのか、検出できない箇

所が多かった。また、北側では、1．6％の勾配であったが1－12～」一12グリッドにかけて、幾分勾配が1．8％とき

つくなり畦畔も確認しずらくなった。南側では、1．7％～2．5％の勾配でV－13グリッドから畦畔を確認出来なくな

りX－13グリヅドから15．2％の急勾配でW－9方向へ落ち込んでいる。深掘りNo．2と大畦畔2の水口部分、エレベー

ションポイント1－1ノにおいて水田を立割りしたところ、As－Cを含んだ黒色土層が下層に柱穴状に入り込んで見ら

れた。元総社明神皿遺跡や三ッ寺遺跡などでは、畦畔内部から、強湿地における畦畔補強の為の草束や坑が検出

されているが当遺跡には、検出されていない。水田面には、人の足跡と思われるものが検出されたが数カ所であっ

た為、方向性は確認できなかった。また、水田を覆った榛名テフラ層上にも、人の足跡や獣の足跡と思われるも

のが検出されたがこれも方向性は確認できなかった。おそらく耕作している水田が火山灰に覆われて心配になり

見に来た者がいたと思われる。遺物は、土師器片1点を検出した。

3．溝跡

　調査区全体で計10条の溝跡を検出したがW－7・8は、自然流水跡と思われ、他の8条は、水利用の為の溝と思わ

れる。すべての溝は、泥流層を掘り込み古墳時代以降に掘られたものであるが、覆土から同時期に埋まったもの

と思われる。また、遺物から見るとW－1とW－9の溝底に堆積した砂礫層から縄文土器片とロクロ整形の須恵器片

を検出し、陶器・磁器等が検出されなかったことは、溝が埋まった時期としては奈良・平安の時期迄には埋まった

と推定される。なお、その他の溝からは、遺物は検出されなかった。また、W－9は、粘性の強い黒色土層を掘り

込むような強い流れの後、砂礫層と灰黄褐色土層で50cm程埋まった。この土層天端の標高は、W－1の勾配1．56％

で追っていくとほぼ一致し、方向的にもW－1の下流部がW－9と思われる。溝の方向性や深さなどから溝と溝のつ

ながりを推測したが調査範囲が限られている為、確証は得られなかった。今後、周辺の調査で明らかになること

を期待する。

溝　計　測　表
N－S－Eは方向を示す。

No。
溝の位置
グリッド）

上　幅
　幅（cm）

長　さ
（m）

深　さ
cm）

底の標高
（m）

流水方向 備考

W－1 A区B－2～L－6
200～235

8～24
44．80 41～85

NW140．60
E139．90

NW－SE

W－2 A区B－2～B－3
34～42

2～24
4．70 15～27

SW140。83
E140．80

SW－NE

W－3一 A区B－2～B－3
24～45
～12

3．80 2～10
NE140．96
W140，92

NE－SW

W－4－1 A区C－3～D－3
65～75

6～30
3．80 15 NE140．81

W140．80
NE－SW

W－4－2 A区E－3～F－3
　100
6～30

1．60 12 SW140．88
E140。83

SW－NE

W－5 A区F－4～G－4
70～100

6～25
1．85 4～12

NE140．85
W140．75

NE－SW

W－6 A区K－6
114～170

8～30
3．50 45～57

SW140．42
E140．42

SW－NE

W－7，8 人工的な溝ではなく自然の水の流れた跡と思われる。

W－9 A区Y－13～B区P－14
300～340

0～70
7．80 130～150

NW138．98
E138．86

NW－SE 阪穴あり

W－10 B区C－13～D－14
110～120

0～22
4．80 55～66

NW139．90
E139．79

NW－SE

註）数値はいずれも調査区域内検出値を表す。
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W－1北端西壁セクション（1－D
1．

2，

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

1L
l2．

13．

14，

黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～5㎜を微量小礫をやや多く含む

黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2mmを微量、小礫を少量炭化物微量含む

黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2皿皿をやや多く榿色粒微量小礫を微量含む

黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを少量燈色粒を3％含む

黒褐色弱締粘細砂　砂礫を多く含む澄色粒少量含む

黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～10mmを多く含む

暗褐色弱締粘細砂　白色粒φlmmを微量榿色粒を少量含む

7に榿色粒をやや多く含む

黒褐色弱締粘細砂　榿色粒澄色ブロックをやや多く含む

黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒を微量砂礫を多く含む

黒褐色弱締粘細砂　榿色粒を微量含む

黒褐色締粘ナシ　φ1～30皿皿砂礫を多く含む

黒褐色弱締粘細砂　砂質をやや多く榿色粒を少量含む

黒褐色弱締粘細砂　砂質を少量榿色ブロックを少量含む
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W－1セクション（2－2’）（3－3’）

1．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5皿mを多く含む

2．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1皿皿以下を少量榿色粒を少量含む

3．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2㎜を少量穫色粒を微量含む

4．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～8㎜をやや多く含む

5．4に榿色粒微量礫φ5～10mmを微量含む

6．暗褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2皿mを少量榿色粒を少量含む

7．黒褐色弱締粘粗砂　砂礫を多量に含む

8．黒褐色弱締粘粗砂　白色軽石粒φ1㎜以下を少量榿色粒を微量含む

NO　l
　NO
　NO。

7

W－1南端壁

1
2

6

W－1南端壁セクション（4－4’）

1．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5㎜を微量

　　　　　　　　　　小礫を少量含む

2．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを微量

　　　　　　　　　　小礫をやや多く含む

3，黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを微量

　　　　　　　　　　小礫を少量炭化物を微量含む

4，黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを少量

　　　　　　　　　　榿色粒を微量小礫を微量含む

5．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～3㎜を少量

　　　　　　　　　　榿色粒を微量含む
6．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～8㎜を少量

　　　　　　　　　　　榿色粒を微量含む
7。6に小礫を少量含む

8．黒褐色中締粘ナシ　砂礫層

9．黒褐色締粘ナシ　砂層

10．4に澄色粒を少量含む
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W－2東壁セクション（5－5’）　（6－6ノ）

1．黒褐色弱締粘粗砂　礫を多く含む

2．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～5㎜を微量小礫をやや多く含む

3．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2mmを微量小礫を少量

　　　　　　　　　　　炭化物微量含む
4，黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2㎜をやや多く榿色粒を微量

　　　　　　　　　　　小礫を微量含む
5．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを少量燈色粒を3％含む

6．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～5㎜を多く榿色粒を15％含む

7，15に砂を多く榿色粒7％含む

8．暗褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～3㎜を少量榿色粒を10％含む

9．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1㎜以下を多く含む

10．黒褐色弱締粘ナシ　白色軽石粒φ1～5m皿を多く燈色粒を25％

　　　　　　　　　　褐灰色土を10％含む

141．70m
9 W－5東壁　　　g，

W－4－1東壁セクション（7－7ノ）

1．黒褐色中締弱粘細砂　小礫をやや多く含む

2．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2㎜を微量、小礫を少量

　　　　　　　　　　　炭化物微量含む
3．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2mmをやや多く榿色粒微量

　　　　　　　　　　　小礫を微量含む
4，6に榿色粒をやや多く含む

5．6に榿色粒を非常に多く含む

6．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～5m皿を少量榿色粒をを3％含む

7．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを多く燈色粒を1％含む

8．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5㎜をやや多く小礫を少量含む

9．小礫層弱締粘ナシ

1

2
4
6

8

3
　　　一ア5

W－5東壁セクション（9－9’）

1．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～5㎜を微量、小礫を

　　　　　　　　　　やや多く含む
2．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2㎜を微量、小礫を少量

　　　　　　　　　　炭化物微量含む
3，暗褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～2㎜をやや多く澄色粒少量

　　　　　　　　　　炭化物を微量含む

4．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2mmをやや多く榿色粒微量

　　　　　　　　　　小礫を微量含む
5．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～10㎜と榿色粒をやや多く含む

6．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～10mmを多く榿色粒を少量含む

7．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～10mmを多く榿色粒ブロックを

　　　　　　　　　　多く含む

8，褐色締粘ナシ砂質土　白色軽石粒φ1～10㎜少量榿色粒ブロックを

　　　　　　　　　　非常に多く含む

W－4－2西壁セクション（8－8’）

L黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～5㎜を微量
　　　　　　　　　　　小礫をやや多く含む
2．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2mmを微量、小礫を少量

　　　　　　　　　　　炭化物微量含む

3．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2㎜をやや多く榿色粒微量

　　　　　　　　　　　小礫を微量含む
4．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5㎜をやや多く榿色粒を

　　　　　　　　　　やや多く砂質土を多く含む
5．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5㎜をやや多く榿色粒を多く含む

6．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～5㎜をやや多く榿色粒を10％含む

7．灰黄褐色強締粘ナシ細砂　白色軽石粒φ1～50㎜を多く榿色粒15％含む

8．灰黄褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを少量榿色粒30％含む

9．灰黄褐色中締粘ナシ粗砂　白色軽石粒φ1～5㎜を少量榿色粒15％含む

10．灰黄褐色と褐灰色の榛名系アッシュとパミスが交互に平行ラミナ

11．にぶい黄褐色中締粘微砂榿色粒を40％含む

12．灰黄褐色弱締粘ナシ粗砂　榿色粒15％含む

W－6東壁

　　　10
141．20m

1 ↑○’

2

W－6東西壁セクション（10－10ノ）

黒褐色弱締粘細砂

黒褐色弱締粘細砂

3a，黒褐色弱締粘細砂

3b。黒褐色弱締粘細砂

W－6西壁
1官

3G

5
4

O

6

　　　11
141．20m

1

噂 2 ←

5q
’

7
3b

5

1360

6

2m

一7

P－1，P－2
12　141．20m　12P

　　1
　　添，
　　2

4．黒褐色弱締粘細砂

5。黒褐色弱締粘細砂

6．黒褐色弱締粘細砂

7．黒褐色弱締粘細砂

　　　　（11－11ノ）

白色軽石粒φ1～5㎜を微量小礫をやや多く含む

白色軽石粒φ1～5㎜を微量小礫を少量炭化物を

微量含む

白色軽石粒φ1～5m皿を少量燈色粒を微量

小礫を微量含む（1％）

白色軽石粒φ1～8㎜を少量榿色粒を2％

小礫を少量含む（2％）

白色軽石粒φ1～5㎜を微量榿色粒を少量

小礫を微量含む

白色軽石粒φ1～5㎜を微量榿色ブロック少量

砂質を少量含む

白色軽石粒φ1～5㎜を微量榿色ブpックをやや多く

砂質土を多く含む

白色軽石粒φ1～2㎜を少量榿色ブロック粒を多く

小礫をやや多く含む

P－1　P－2，セクション（12－12ノ）

1．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1mm以下を微量榿色粒を微量含む

2．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～3㎜を少量榿色粒をやや多く含む

3．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～3㎜を少量榿色粒を多く含む

第8図　W－2～一6、P－1・一2断面図
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W－9西壁セクション（H’〉

1．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを微

　　量小礫をやや多く含む（現耕作土）

2．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2mmを

　　微量小礫を少量炭化物微量含む

3．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2mmを

　　やや多く小礫を微量榿色粒微量含む
4．

7．

8．

9，

10。

11．

　　ヘ
ノ　ロ

ス　、」 η12．

（3 ε　．q　C　π、

Lマ ㌔イ　　 J T

13．

14．

黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～10mmを

やや多く禮色粒を微量小礫を少量含む

4にφ100mm前後の礫を少量澄色粒を1％含む

黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～20mmを

やや多く榿色粒を5％含む

黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～3mmをや

や多く榿色粒を3％砂質を多く含む

黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～3mmをや

や多く砂質を多く含む

黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～舳mをや

や多く榿色粒を5％含む

黒褐色中締粘細砂　白色軽石粒φ1mm以下を

微量

黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを少

量礫をやや多く含む

黒褐色弱締粘細砂　礫を少量穫色粒を微量含

む

暗褐色弱締粘ナシ粗砂

黒褐色中締粘細砂　礫を少量燈色粒1％含む

W－10西壁

15．

16．

17，

18．

19，

20，

21．

22．

29

　　14に礫を多量に含む

　　砂礫層

　　13に灰黄褐色土を2％含む

　　砂層黒色と黒褐色の砂層ラミナ

　　灰黄褐色強締粘微砂　榿色粒7％含む、粘質

　　土層

　　砂礫層φ2～10mmの礫を多く含む

　　砂礫層φ3～50m皿の礫を多く含む

　　黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～10㎜

　　をやや多く榿色粒を10％含んだにぶい黄褐色

　　土を25％含む

23．灰黄褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～
　　2舳皿をやや多く禮色粒を30％含む

24．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～8mmをや

　　や多く榿色粒10％を含む

25．砂礫層φ5～100㎜の礫を多く含む

26，灰黄褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～3㎜を

　　やや多く榿色粒を15％含む

27．黒褐色締粘ナシ砂層

28．砂礫層締粘ナシφ3～100mmの礫が多量に含ま

　　れる

29．砂礫層締粘ナシφ3～20mmの礫が多量に含ま

　　れる

30，黒色締粘ナシ砂層

1　7Lr

1L1

　　　　2　　2
140。60m　　ク
　　　　　ラ　　　　3　ン

10

↑
2

11

3

4
5

2’　　　P－19
　　　　3140．50m5P

、　2気1
○

　P－20
4¶40，30m4，

1奮
1360 2m

、守，、

14 こ　　O　r

49　4Q T
4C ，7
－40　　㌧』

1ろ9．　冠 rY〕

14でゴ、．　曳 rr

／4 、．マ

W－！0西壁セクション（2－2！）

1．現耕作土

2，黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2皿mを微量小礫を少量炭化物微量含む

3．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2mmをやや多く小礫を微量榿色粒微量含む

4，黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～10mmをやや多く榿色粒を2％含む

5．暗褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～15mmをやや多く穫色粒を7％含む

6．暗褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～15mmを少量燈色粒を25％灰黄褐色土25％含む

7，暗褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmをやや多く榿色粒を15％含む

8．黒色弱締粘細砂　As－C軽石φ1～5mmを多く含む

9．灰黄褐色中締粘細砂ブロック

10．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～10mmを15％榿色粒を10％灰黄褐色土を5％含む

11．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～10mmを15％榿色粒を10％灰黄褐色土を25％含む

P－19セクション（3－3〆）

1．暗褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～3㎜をやや多く澄色粒を30％含む

2．黒色と黒褐色との混土弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5㎜を少量澄色粒3％含む

3．黒色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～2mmを少量

4．1に櫨色粒を20％含む

P－20セクション（4－4！）

L暗褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～3mmをやや多く榿色粒を30％含む

2．黒褐色弱締粘ナシ粗砂、砂礫を多く含む

3．黒色と暗褐色の砂礫ラミナ

0 1310Q 4m

第9図　W－9・一10実測図
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4．掘立柱建物跡及び柱穴

　A調査区のQ－13～S－14グリッドにかけてB－1，B－2の2棟が検出された。泥流層面で確認したが、周辺より幾

分微高地になっており柱穴が集中して検出された場所である。B－1については、柱穴が4基方形な掘り方をしてい

る。棟方向は・N－20㌧Wを示し規模は・東辺2．84m・西辺2．65m・北辺1．85m・南辺L84mを測り・泥流層を掘り込

み白色軽石と榿色粒を含む黒褐色や暗褐色土層で埋まっていた。また、P－4の柱穴には、穴を掘る際に障害となっ

た拳程の大きさのHr－FP軽石を先の鋭い物で削岩した形跡が見られた。遺物は検出されなかった。B－2にっいて、

3基の柱穴を検出した。形状は楕円形で棟方向は、N－43。一Wを示し規模は、西辺2．89m、北辺1．74m、を測り、

泥流層を比較的浅く掘り込み白色軽石粒と燈色粒を含んだ暗褐色土層で埋まっていた。遺物は、検出されなかっ

た。

　その他の柱穴については、掘り込みが浅く白色軽石粒と榿色粒を含んだ暗褐色や黒褐色土層で埋まっていて、

遺物は検出されなかった。

B－1柱穴計測表

No． 所在グリッド 長辺（cm） 短辺（cm） 深さ（cm） 形　　状 備　　考

P－1 A区R－13 35 28 27 長方形

P－2 A区S－14 32 30 43 長方形

P－3 A区S－15 38 33 40 長方形

P－4 A区R－16 34 29 35 長方形

B－2柱穴計測表

No。 所在グリッド 長辺（cm） 短辺（cm） 深さ（cm） 形　　状 備　　考

P－3 A区Q－13 23 17 14 楕　円

P－5 A区Q－13 23 23 12 楕　円

P－8 A区R－14 22 16 12 楕　円

その他の柱穴計測表

No． 所在グリッド 長辺（cm） 短辺（cm） 深さ（cm） 形　　状 備　　考

P－1 A区D－3 30 27 18 楕　円 P－2と重複

P－2 A区D－3 （24） 15 13 楕　円 Pヨと重複
P－4 A区Q－13 28 23 30 楕　円

P－6 A区Q－14 17 17 7 円

P－7 A区R－13・14 30 27 26 楕　円

P－9 A区R－13 28 25 23 楕　円

P－10 A区R－13 19 14 5 楕　円

P－11 A区S－14 40 （40） 22 円

P－12 A区S－13 50 34 15 楕　円

P－13 A区S－13 36 30 14 楕　円

P－14 A区S－13 20 16 16 楕　円

P－15 A区S－13 19 19 8 円

P－16 A区U－13 29 35 27 楕　円

P－17 A区U－14 』52 48 28 楕　円

P－18 A区W－14 85 63 7 楕　円

P－19 A区Y－14 54 30 17 楕　円

tp－20 A区Y－13・14
B区A－14

68 34 25 楕　円

（）は推定値を表す。

5．炭化物集積跡

　A区V－13グリッドに位置し、一部分調査区域外に入っている。平面形状が凸字形の長方形を呈し、規模は長辺

16cm、短辺60cm、深さ53cmと推定される。長軸方向はN－30。一Wを示す。焚口は、北東壁中央にあり、最大幅20

cm、奥行40cmを測る。壁面は、火熱を受けていて泥流層を掘り込み、覆土は白色軽石粒と榿色粒を含んだ暗褐色

土で埋まっている。底部には炭化物が厚さ20cm程確認できた。炭化材は、広葉樹のブナや節と節の間が長い真竹

と思われ、ブナ材は直径5～7cmの物を4つ割りにし、竹材は直径1cm程の物はそのまま使用し、それ以上の物は、

幅1～2cm程に割って使用している。なお、遺構形状や炭化物から見て、火葬跡の可能性も考えられるが、遺物や

骨片がまったく検出されず、特定はできなかった。
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B－1（P－2，P－3）セクション（2－2’）（3－3ノ）

L黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを少量

　澄色粒を10％含む
2．褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～5m皿を10％

　榿色粒を30％黒褐色土30％混土

3．暗褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを微量

　榿色粒を10％含む
4．黒褐色弱締粘細砂　禮色粒を10％灰黄褐色土1％

　含む

P－4、P－7セクション（8－8ノ）　（10－10ノ）

L黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～舳mを
　15％榿色粒を10％含む

2．暗褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2mmを

　15％燈色粒を7％含む
3．黒褐色中締弱粘弱砂　白色軽石粒φ1～2mmを

　10％榿色粒を20％含む

P－9セクション（11－ll’）

1．暗褐色中締粘細砂　白色軽石粒φ4～5mmを10％

　1登色粒を10％含む黒褐色土が30％混入

2．黒褐色中締粘細砂　白色軽石粒φ至～2mmを10％

　燈色粒を20％含む

3．暗褐色中締粘細砂　白色軽石粒φ1～2mmを15％

　澄色粒を7％含む

P－10セクション（12－127）

1．暗褐色弱締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを

　10％　禮色粒30％灰黄褐色土10％含む

P－11セクション（13－13■）

1．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを微量

　小礫をやや多く含む

2．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2m皿を微

　量小礫を少量炭化物微量含む

3．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2mmをや

　や多く小礫を微量穫色粒微量含む

3に黄褐色ブロック、粒を20％含む

暗褐色50％黄褐色45％灰黄褐色5％強締弱粘細砂

白色軽石粒φ1～5皿mやや多く含む

黒色弱締粘細砂黄褐色粒7％　白色軽石粒φ1～

5mmをやや多く含む
6に小礫及び砂質を多量に含む

1獲

4，

5．

6，

7，

炭化物集積跡

1
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　140．40m
8　ひ一一　一一．8，9

2万3

　P－6
140．30m
←一一9，
　　1

沖
　P－9　　　　　P－10
140．5Qm　　　　　140。50m
レー一 一一 11P12　ひ一一一一●　12，

瓢，　　r7
　　　　　　　　　P－11

P－16
140．30m
←一 一→　18，

可
　　　13　　　　　1ろ，

140・52鷺＿
　　　　　暫

以　　2　　　5

B－1（P－1，一4）　（1－r）　（4－4）

L暗褐色弱締粘細砂　白色軽石粒
　φ1～5mmを少量穫色粒を15％含む

2．暗褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒

　φ1～5mmを微量穫色粒を7％含む

3．暗褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～5㎜微量

　榿色粒5％灰黄褐色シルト多く含む
4．1に黒褐色を15％、灰黄褐色シルトを5％含む

B－2（P－3，一5，一8）、P－6（5－5！～7－7ノ、9－9ノ）

1．暗褐色中締粘細砂　白色軽石粒φ1～5皿mを10％

　榿色粒を10％含む

2．暗褐色中締粘細砂　白色軽石粒φ1～2mmを15％

　燈色粒を7％含む
3．暗褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5m皿を10％

　榿色粒30％灰黄褐色土10％含む

P－12セクション（14－14！）

1．黒褐色弱締粘細砂灰黄褐色ブロックを40％　白

　色軽石粒をφ1～5mmをやや多く榿色粒を15％含

　む
2．灰黄褐色弱締粘細砂

3．1に榿色粒を10％灰黄褐色土15％含む

P－13セクション（15－15’）

1。黒色中締弱粘細砂　禮色粒10％含む

2。1に灰黄褐色土10％含む

P一正4，P－i5セクション（16－16ノ）　（17－17〆）

1．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒をφ1～5皿皿を

　15％黄褐色土25％含む

2．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒をφ1～10mmを

　15％黄褐色土を15％含む

P－16，P－17セクション（18－18ノ）　（19－19〆）

1．灰黄褐色弱締粘ナシ　褐色土30％を含む砂質

P－18セクション（20－20！）

1．暗褐色と灰黄褐色混土中締粘細砂　白色軽石粒

　φ1～5mmをやや多く榿色粒30％含む

2．灰黄褐色中締粘細砂　白色軽石粒φ1～8mmを微

　量榿色粒2％含む

炭化物集積跡セクション（21－21’）

1．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5皿mを微量

　小礫をやや多く含む

2．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2mmを微

　量小礫を少量炭化物微量含む
3，黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～2mmをや

　や多く小礫を微量榿色粒微量含む

4．暗褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5㎜を微量
　榿色粒2％含む

　　　21
140．40m

2

O

219

1360

5．

3

　　　　4
　　　　　5
　　　7　68
　　　　　9

2m

6．

7．

8．

9．

暗褐色中締粘細砂　白色軽石粒φ1～8mmを10％

榿色粒20％暗褐色土7％含む

暗褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ10mm以上を微

量澄色粒20％暗褐色土2％含む

暗褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～2mmを微量

にぶい黄褐色強締中粘細砂　白色軽石粒φ1～
8mmをやや多く澄色粒15％含む、火熱受け

炭化物

O 13100 4m

第10図　掘立柱建物跡、ピット及び炭化物集積跡実測図
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6．耕作痕

　耕作方向の異なるものが2種類検出され、A区K－8～」一11と、L－12～N－13グリッドにかけて位置するものは、

N－35。一Eを示し、現耕作土と黒褐色土層を除去した泥流層面において、黒褐色土を筋状に25条検出した。さく

は最大確認長9．40mで幅は平均38cm、深さ平均8cm、畝間は平均8cmを測る。遺物は検出されなかった。また、A

区K－7～L－8グリッドにかけて位置する耕作痕は、N－11。一Wを示し、現耕作土と黒褐色土層を除去した泥流層

面において、黒褐色土を筋状に7条検出した。さくは最大確認長4．45mで幅は平均23cm、深さ平均8cm、畝間は平

均18cmを測る。遺物は近世の陶器片を1点検出し、土層も現耕作層の下層から掘り込んでいるので近世の耕作痕

と思われる。なお、B区E－13～1－14グリッドにかけて確認された、耕作痕はN－11。一Wを示しているが、現耕

作土と黒褐色土を除去したところ南に行くにしたがい泥流層が薄くなり黒色土が出てきたところに黒褐色土を筋

状に5条確認した。さくは最大確認長12．Om、幅平均35cm、深さ平均6cm、畝間は平均20cmを測る。遺物は検出さ

れず、現地盤から浅い為、時期特定は不可能であった。

7、土坑

　本遺跡調査区の南端で重複した4基の土坑を検出した。B区の」一13～K－14グリッドにかけて位置し、D－1，一3，一

4は半分以上調査区外に入っている。D－1～D－4は粘性の強い黒褐色土層を掘り込み白色軽石粒や榿色粒を含む黒

褐色土で埋まっていて、ガラス片や銅線などが混入していた。遺物はD－1では検出されなかったが、D－2～D－4

で第2次世界大戦当時使用された焙烙2点、塙10点、甕1点検出された。

8．検出した遺物について

　遺物は、ほとんどがW－1とW－9の溝底に堆積している砂礫の中から破片が検出された。おそらく上流から水に

よって運ばれて来た遺物であり当遺跡の中で使用されていた遺物ではないと思われる。時代的には、縄文時代後

期の遺物を検出し加曽利B2式が多く、安行∬式や称名寺n式を数点検出した。また、敲石や石斧も数点検出され

た。その他、奈良・平安時代の轄轄成形した須恵器片を検出した。耕作痕からはK－7グリッドから近世の陶器片

1点検出された。

出　土　遺物観察表
法量は①口径②底径③摘径④器高⑤長さ⑥幅⑦厚さ⑧重さを表す。

No 出土位置 器　形 法　　量 ①胎土②焼成③色④残存 成・整形方法

1
W－1
o．1

深鉢
④（4．8）

0．7

①細粒②良好
10YR3／1黒褐

縄文後期。深鉢口縁部。斜行する沈線の間が磨消縄

2
W－1
o．2

深鉢
②（8．4）④（3．9）

0．6～2．2

①細粒②良好
10YR5／2灰黄褐

縄文土器。底部内外面良く撫でられている。網代痕
見られない

3
J－5グ
－1

深鉢
④（3．6）

（0．6～0．7）

①中粒②良好
5YR5／4にぶい赤褐

縄文後期。深鉢の胴部。沈線により区画。胴上位に
目が見られる

4
J－5グ
－1

深鉢
④（5．9）

0．7～1．3

①中粒②良好
10YR6／4にぶい榿

縄文後期。波状口縁突起部の口～頸部に斜方向の沈
が数本見られる

5
J－5グ
－1

深鉢
④（3．2）

0．5～0．6

①細粒②良好
10YR5／2灰黄褐

縄文後期。胴上半部。沈線による曲線、対弧文、刺
文が見られる

6 W－9 注口土器
④（3．0）

0．5～0．7

①細粒②極良
10YR5／2灰黄褐

縄文後期。注口土器の体部。沈線で囲まれた中に刺
文。無紋帯は若干磨き風に横撫でが見られる

7 W－9 深鉢
④（4．7）

0．6～0．8

①中粒②良好
2．5YR4／2灰赤

縄文後期。口縁部に厚みを持ち平行沈線で区画し磨
縄文

8 W－9 深鉢
④（5．3）

0．5～0．7

①中粒②良好
7．5YR4／3褐

縄文後期。深鉢胴部。隆帯に刻目施文

9 W－9 深鉢
④（6．8）

0．8～0．9

①中粒②良好
10YR5／3にぶい黄褐

縄文後期。深鉢の胴上部に横走する縄文帯と無紋帯
組み合わせが見られる

10 W－9 深鉢
④（5．3）

0．4～2．1

①中粒②良好
10YR5／2灰黄褐

縄文後期。波状口縁。装飾部分。沈線よる区画。対
文。刻目

11 W－9 深鉢
④（5．3）

0．6～1．5、

①粗粒②良好
10YR4／2灰黄褐

縄文後期。口唇部が内屈し波状口縁の装飾部分の口～胴方向にやや太目の隆帯の貼付けが見られる

12 W－9 深鉢
④（3．4）

0．7～0．9

①中粒②良好
7．5YR5／4にぶい黄褐

縄文後期。波状隆帯の貼付けの下に刺突文

13 W－9 深鉢
④（4．8）

0．5～0．6

①中粒②良好
5YR5／2灰褐

縄文後期。口縁部に刺突文。その下に沈線で区画し、

画内に縄文施文
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法量は①口径②底径③摘径④器高⑤長さ⑥幅⑦厚さ⑧重さを表す。

No 出土位置 器　形 法　量 ①胎土②焼成③色④残存 成・整形方法

14 W－9 深鉢
④（4．0）

0．3

①細粒②良好
7．5YR7／4にぶい燈

縄文後期。深鉢胴部。斜及び平行沈線施文。貼付け
よる突体

15 W－9 深鉢
④（4．8）

1．2～1．3

①粗粒②良好
7．5YR5／2灰褐

縄文後期。深鉢胴部。沈線で区画した中に列点文施

16 W－9 深鉢
④（3．9）

0．4～1．0

①細粒②良好
10YR2／1黒

縄文後期。口縁部に突起を持ち、括部は磨消し沈線
よる対弧文、胴部は縄文施文

17 W－9 深鉢
①（15．8）

（8．6）⑦0．6

①中粒②良好
7．5YR5／2灰褐

縄文後期。深鉢口縁部。ヘラ状工具による浅い弧状
線施文

18 W－9 深鉢
④（5。0）

0．7～1．1

①中粒②良好
5YR5／8明赤褐

縄文後期。小型の深鉢。口縁部に貼付けによる隆帯。

帯に刻目

19 W－9 深鉢
④（6．5）

1．2～2．3

①細粒②良好
5YR5／4にぶい赤褐

縄文土器。口唇部の装飾部分

20 W－9
o．12

浅鉢
②（8．6）④（5．4）

0．7～2．2

①粗粒②良好
5YR6／6榿

縄文土器。細かい網代痕、磨耗により不鮮明

21 W－9 深鉢
②（12．0）④（4．5）

1．1～2．6

①粗粒②良好
外面5YR6／6穫
内面5YR2／1黒褐

縄文土器。底部網代痕、不鮮明

22 W－9 深鉢
②（8．8）④（4。0）

0．9～2．0

①細粒②良好
5YR4／2灰褐

縄文土器。底部網代痕磨耗して不鮮明

23 W－9 深鉢
②6．8④3．3

0．7～1．6

①中粒②良好
10YR6／4にぶい黄榿

縄文土器。底部網代痕明瞭

24 W－9 深鉢
②（11．6）④（3．0）

0．8～2。4

①中粒②良好
10YR5／3にぶい黄褐

縄文土器。磨耗しているが底部網代痕明瞭

25 W－9 深鉢
②（13．0）④（5．9）

1．0～2．8

①中粒②良好
5YR4／3にぶい赤褐

縄文土器。底部やや大きめの網代痕明瞭

26 W－9 深鉢
②（8．6）④（3．2）

0．9～2．2

①細粒②良好
5YR4／2灰褐

縄文土器。底部網代痕明瞭

27 W－9 深鉢
②（4．6）④（2．5）

0．8～1．4

①細粒②良好
5YR5／4にぶい赤褐

縄文土器。底部やや大きめの網代痕、磨耗により不
明

28 W－9 台付甕
②5．5

（L7）

①粗粒②良好
10YR5／4にぶい黄褐

縄文後期。台付甕底部の台部とi胴部の接合部分

29
深掘No。2
o．1

深鉢
④（9．5〉

0．6～0．7

①粗粒②良好
外面5YR4／2灰褐

内面5YR4／6赤褐

縄文後期。深鉢胴上半部。外面ヘラ削りで粗砂の引
り痕。内面は丁寧な撫で

30 W－1
o．4

分銅形石斧
⑤10．7⑥生0

L7⑧100
黒色安山岩。剥離の稜線がよく磨耗している。使用
明瞭

31
J－5グ
－1

凹石
⑤11．6⑥10．9

8．1⑧1580

輝石安山岩。両面に凹石として使用痕一ヶ所づつあ
。両端に敲打痕。全体に丸みを持つ

32 K－13グ 敲石
⑤9．6⑥5．4

4。9⑧400
花歯岩。全体によく磨耗し、両端に敲打痕が見られ

33
K－6グ
－1

須恵器　甕
④（6．0）

1．4

①細粒②極良
5B3／1暗青灰

大型甕の頸部。櫛状工具による波状文

34 W－9 須恵器　碗
②（6．0）④（1．7）

0．6

①細粒②良好
7．5Y6／1灰

底部回転糸切り。ロクロ整形

35 W－9
須恵器
台付碗

②（6．0）④（2．5）

0．7

①細粒②良好
5Y5／2灰オリーブ

回転糸切り。貼付け高台。水引き

36 W－9 高台付碗
②（8。7）④（3．7）

0．7

①中粒②良好
N6／灰

回転糸切り。貼付け高台。ロクロ整形

37 W－9
須恵器
蓋摘

③3．9④（1．3）

0．4

①細粒②極良
5B3／1青灰

ロクロ整形。蓋に摘部貼付け

38 W－9 須恵器　圷
②（8。0）④（1．2）

0。5

①粗粒②良好
幡／灰

ロクロ整形。底部ヘラ切り

39 W－9 須恵器　甕
①（25．0）④（8．7）

1．0～1．2

①粗粒②良好
7．5Y5／1灰

内外面粗雑な撫で仕上げ。大型甕の口縁部。輪積痕
瞭　中世陶器

40 W－9 須恵器　鉢
②（16．0）④（5．5）

1．2

①粗粒②良好
5Y6／2灰オリーブ

粗い石英長石類を混入し内外面とも雑な撫で調整。

か高台が付く中世陶器

41 W－1
クションベルト 砥石

⑤（6．0）⑥2．3

2．4⑧40
凝灰岩。4面使用

42 J唱グ
－1

砥石
⑤（9．2）⑥5．7

3．2⑧170
凝灰岩。3面使用、他の1面は剥れにより不明

註）表の記載は以下の基準で行った。

1胎土は細粒（0。9mm以下）、中粒（1．0～1．9mm以下）、粗粒
　（2．Omm以上）とした。

2　焼成は、極良、良好、不良の3段階。

3大きさの単位はcm、gであり、（　）は推定値及び現存値
　を記載した。

4遺構の略称は、溝一W、グリッドーグで表した。

5　出土位置のナンバーは、検出位置を示す。
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東西道路北壁セクション（第1面）　（1－1〆）

L黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを微量小礫を少量含む
2．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを微量小礫をやや多く含む

3．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを微量小礫を少量

　　　　　　　　　　　炭化物を微量含む

4．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1mm以下少量φ10～15mmの礫少量

　　　　　　　　　　　澄色粒を5％含む

5．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1mm以下を少量φ10mm以下の礫を

　　　　　　　　　　　やや多く榿色粒を30％含む

6。二次堆積洪水層中締弱粘細砂F　A及びφ10mm以上の礫を非常に多く

　　褐灰色シルトを少量（7％）黒褐色土を15％含む

7．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～10mmをやや多く

　　　　　　　　　　　　榿色粒を25％含む

8．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～10mmをやや多く

　　　　　　　　　　　　榿色粒を40％含む

9．黒褐色中締粘ナシ細砂　白色軽石粒φ1～10mmをやや多く

　　　　　　　　　　　　　橿色粒を50％含む

10．黒褐色中締粘ナシ細砂　白色軽石粒φ1～10㎜をやや多く

　　　　　　　　　　　　　穫色粒50％　小礫多く含む

11．黒褐色中締粘ナシ細砂　白色軽石粒φ1～3mmをやや多く

　　　　　　　　　　　　　禮色粒50％　砂質を多く含む

12．黒褐色中締粘ナシ細砂　白色軽石粒φ1～5m皿をやや多く

　　　　　　　　　　　　　榿色粒を50％含む

13．黒褐色弱締粘ナシ細砂　白色軽石粒φ1～10mmやや多く澄色粒40％

　　　　　　　　　　　　　砂質を多く含む

14．13に小礫を多く含む

15．暗褐色弱締粘ナシ細砂　白色軽石粒φ1～8皿皿を多く

　　　　　　　　　　　　　榿色粒を20％含む

16．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～3mmを多く澄色粒を10％含む

17．暗褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～10㎜を多く燈色粒を15％

　　　　　　　　　　　　小礫を多く含む

18．暗褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～20m皿を多く榿色粒を50％

　　　　　　　　　　　　小礫を少量含む
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東西道路耕作跡南壁セクション（第1面）　（2－2’）

1．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5m皿を微量小礫を少量含む

2．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを微量小礫をやや多く含む

3．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5㎜を微量小礫を少量、

　　　　　　　　　　　炭化物を微量含む

4．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1mm以下少量φ10～15m皿の礫少量

　　　　　　　　　　　榿色粒を5％含む

5．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1mm以下を少量φ10mm以下の礫を

　　　　　　　　　　　やや多く橿色粒を30％含む

6．二次堆積洪水層中締弱粘細砂FA及びφ10mm以上の礫を非常に多く

　　褐灰色シルトを少量（7％）黒褐色土を15％含む
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B区F－13グリッド西壁セクション（1－1！）

1．現耕作土

2．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを

　　　　　　　　　　やや多く炭化物を微量含む

3。黒褐色と暗褐色の混土弱締粘細砂

　　白色軽石粒φ1～5mmを少量榿色粒5％含む
4．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ真～5㎜を

　　　　　　　　　　　やや多く榿色粒を5％含む
5，黒褐色強締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～10mmを

　　　　　　　　　　　多く榿色粒20％含む
6．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～15皿mを

　　　　　　　　　　　多く穫色粒7％含む

7．4と10の混土弱締粘細砂

8．暗褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを

　　　　　　　　　　　やや多く榿色粒10％含む
9．黒色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを2％

　　　　　　　　　　黒褐色土を3％澄色粒45％含む

10．黒色弱締粘細砂　黒褐色土3％澄色粒10％含む

11．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを

　　　　　　　　　　　やや多く燈色粒を20％含む
12．黒褐色中締粘細砂　白色軽石粒を少量禮色粒微量

　　　　　　　　　　14を5％混入

13．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを少量

　　　　　　　　　　　榿色粒を微量含む
14，黒掲色強締中粘細砂

B区1－14グリッド東壁セクション（2－2■）

1．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～10皿mを

　　　　　　　　　　やや多く炭化物微量含む
2．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを

　　　　　　　　　　少量
3．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを

　　　　　　　　　やや多く榿色粒を5％含む
4．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5m皿を

　　　　　　　　　やや多く榿色粒を2％含む
5．暗褐色と黒褐色6：4混土　白色軽石粒φ1～5mmを

　　　　　　　　　　　　少量
6．8と黒褐色4：6の混土弱締粘細砂

7．8と黒褐色3：7の混土弱締粘細砂

8、黒色弱締粘細砂　As－Cを多く含む

　　　　3
140．80m

B区D－1西壁
59

◎

D－4

4

6
7

4
5

2

B区南端壁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　140
B調査区南端壁セクション（4－4）

1．礫層

2．黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～10mm

　　をやや多く小礫を少量As－C少量炭化物微量含む

3．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～8㎜を少量

　4一溜4・．50m　　　　　　　　　　　2
　一一●　5

　　　　　　　　小礫微量As－c微量炭化物微量含む

As－Cを含む黒色土と3の混土

12ブ…　　　1114
15
　　　　1　　　　　17　16

19 「8

O

9
10

5

6　、

4

1380　　　2m
8

黒褐色弱締粘細砂

7

6．黒褐色弱締粘細砂

黒褐色弱締粘細砂

黒褐色中締粘細砂

黒褐色弱締粘細砂

10．黒褐色弱締粘細砂

1L黒褐色弱締粘細砂

12．

13．

N噂　14．

15．

16．

17．

18．

19．

○

黒褐色と黒色の混土

黒褐色弱締粘細砂

黒褐色弱締粘細砂

黒褐色と暗褐色との混土弱締粘細砂

　φ1～5皿皿をやや多く礫を微量炭化物3％含む

黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを

　やや多く黒色粘質土微量炭化物10％含む

黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを少量

　　　　　　　　　黒色粘質土を7％含む
黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1mmを少量

　　　　　　　　澄色粒を2％含む

黒褐色中締弱粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを少量

　　　　　　　　　黒色土10％炭化物微量含む

白色軽石粒φ1～5mmを少量

小礫を微量炭化物3％含む

白色軽石粒φ1～20mmを微量

小礫少量炭化物15％含む遺物混入

榿色粒を少量炭化物を微量含む

榿色粒を7％含む

白色軽石粒φ1mmを少量

暗褐色を20％混土炭化物3％含む

白色軽石粒φ1～3mmを微量

小礫を微量炭化物を3％含む

白色軽石粒φ1～3mmを少量

暗褐色土ブロックを含む

　弱締粘細砂　禮色粒微量含む

白色軽石粒φ1～5mmを少量

炭化物1％含む
炭化物20％小礫を5％

ガラス片を含む

　　　　　　　白色軽石粒

13100 4m

B区D－1西壁セクション（3－3’）

1．現耕作土

2．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～7皿mを

　　多く炭化物を微量含む
3．2と粘性の強い黒色土の混土

4．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを

　　やや多く燈色粒を少量含む
5．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～10㎜を

　　やや多く炭化物微量礫を少量含む
6．4に炭化物を少量含む

7．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～3mmを

　　多く澄色粒微量炭化物微量礫を1％含む

8．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを

　　多く澄色粒を40％黒色土を30％含む混土

9．黒褐色弱締粘細砂　白色軽石粒φ1～5mmを

　　多く黒色土を10％を含む混土

第12図　B区耕作痕実測図
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VI自然科学分析

本遺跡では年代が不明な土層や遺構が検出され、地質調査を行いテフラ検出分析と屈折率測定を行って示標テ．

フラの層位を把握し、土層や遺構の層位や年代に関する調査分析を行った。また、プラント・オパール分析を行

い、埋蔵水田跡のイネあるいはその他植物の消長の検証を行った。調査分析地点は、深掘りNO．2である。

テフラ検出分析結果から、小区画水田層にAs－Cが混在し、その直上にHr－FA層、その上に火山泥流堆積物、さら

に泥流堆積物の上面にはAs－Bが混在し、その上位に耕作痕が確認されている。また、プラント・オパール分析か

らは、Hr－FA層直下（小区画水田）からイネが多量に検出され、稲作が行われていたことが検証された。また、ム

ギ類やヒエが栽培されていた可能性も認められた。小区画水田層にはヨシ属も多く検出され水田稲作が行われる

前は、ヨシ属などが生育する湿地的な環境であったと思われる。耕作痕からは、イネが多く検出されその他ヒエ

を栽培した可能性も認められた。

Wま　とめ
　当遺跡は、榛名火山体から緩やかに南東傾斜した相馬ヶ原扇状地の扇端で扇状地形成に大きく関与したと思わ

れる河川の午王頭川による浸食谷地の中に位置すると思われる。また、Hr－FA下の黒色土層の地形から見られるよ

うにW－9が谷地底の様相を見せ、古代から水の通り道と考えられる。今回の調査では、縄文時代の土器片が溝底

の砂礫の中から数多く検出され、水の流れによって北西方向から遺物や土砂が流れてきたと考えられ、そこには

清里・長久保遺跡、など多くの遺跡があり縄文時代の住居やその他の遺構が数多くあったと考えられる。水と言

う点において今回検出した水田跡では、水利においては、比較的容易であったと思われる。しかし4世紀初頭に浅

間山の噴火に伴う天候の悪化や降下したAs－C軽石による水田の水持ち状態や稲の成長状態などから、一区画を小

さくすることにより水持ちをよくし、熱伝導率の違いから水を温める効果、すなわち日中黒色土の方が、水より

暖まりやすい為で小区画にすることによりその暖まった畦畔に囲まれた水は、稲の分藥に必要な温度になり天候

不順の中、従来の大きい区画の水田で耕作するより小区画にした方が、貴重なお米の収穫量が良いことを当時の

人達は知っていたと考えられる。また、6世紀初頭には、榛名山ニッ岳が形成された時の噴火により、水田上に8

～12層の平行ラミナ状に10cm程火山噴出物が降り積もった。食料を得る為には、それを除去するかそのまま耕す

方法しかないが、その作業をする前に大量の泥流により覆われてしまい、水田耕作を継続できなくなったものと

思われる。本遺跡検出の遺構の中で時期判定できるのは少なく、幅広い時間的把握しかできなかった。今後周辺

の調査により解明されることが期待される。調査団では小区画水田跡の調査事例が少ない為、今後の資料に大き

く役立つことを期待する。
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